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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信方法であって、
　複数の変調信号に対して施すプリコーディング処理を規定するＮ個の行列Ｆ［ｉ］（た
だし、ｉは０以上Ｎ－１以下の整数であり、Ｎは３以上の整数である。）、の中から一つ
の行列をスロット毎に切り替えて選択し、
　前記スロット毎に第１のビット群から生成された第１の変調信号ｓ１と第２のビット群
から生成された第２の変調信号ｓ２とに対して、前記選択された行列Ｆ［ｉ］に応じたプ
リコーディング処理を施すことにより、第１の送信信号ｚ１と第２の送信信号ｚ２とを生
成し、
　前記第１の送信信号ｚ１と前記第２の送信信号ｚ２を、それぞれ第１のアンテナ及び第
２のアンテナから同一の周波数で同時に送信し、
　前記第１の送信信号ｚ１及び前記第２の送信信号ｚ２は、（ｚ１、ｚ２）T＝Ｆ［ｉ］
（ｓ１、ｓ２）Tを満たし、
　前記Ｎ個の行列Ｆ［ｉ］は、
【数１】

ただし、λは任意の角度、αは１を除く正の実数であり、
　θ11（ｉ）及びθ21（ｉ）は、
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【数２】

または
【数３】

を満たし、
　前記Ｎ個の行列のそれぞれは、所定数のスロット内で少なくとも一回選択され、
　前記第１の変調信号ｓ１及び前記第２の変調信号ｓ２の変調方式はともに１６ＱＡＭで
あり、前記αは
【数４】

を満たす
送信方法。
【請求項２】
　送信装置であって、
　複数の変調信号に対して施すプリコーディング処理を規定するＮ個の行列Ｆ［ｉ］（た
だし、ｉは０以上Ｎ－１以下の整数であり、Ｎは３以上の整数である。）の中から一つの
行列をスロット毎に切り替えて選択する重み付け合成情報生成部と、
　前記スロット毎に第１のビット群から生成された第１の変調信号ｓ１と第２のビット群
から生成された第２の変調信号ｓ２とに対して、前記選択された行列Ｆ［ｉ］に応じたプ
リコーディング処理を施すことにより第１の送信信号ｚ１と第２の送信信号ｚ２を生成す
る、重み付け合成部と、
　前記第１の送信信号ｚ１と前記第２の送信信号ｚ２を、それぞれ第１のアンテナ及び第
２のアンテナから同一の周波数で同時に送信させる送信部とを、備え、
　前記第１の送信信号ｚ１及び前記第２の送信信号ｚ２は、（ｚ１、ｚ２）T＝Ｆ［ｉ］
（ｓ１、ｓ２）Tを満たし、
　前記Ｎ個の行列Ｆ［ｉ］は、
【数５】

ただし、λは任意の角度、αは１を除く正の実数であり、
　θ11（ｉ）及びθ21（ｉ）は、
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【数６】

または
【数７】

を満たし、
　前記Ｎ個の行列のそれぞれは、所定数のスロット内で少なくとも一回選択され、
　前記第１の変調信号ｓ１及び前記第２の変調信号ｓ２の変調方式はともに１６ＱＡＭで
あり、前記αは
【数８】

を満たす
送信装置。
【請求項３】
　受信方法であって、
　それぞれ第1のアンテナ及び第２のアンテナから同一の周波数で同時に送信された第１
の送信信号ｚ１と第２の送信信号ｚ２とを受信して得られた信号である受信信号を取得し
、
　前記第１の送信信号ｚ１及び前記第２の送信信号ｚ２は、スロット毎に第１のビット群
から生成された第１の変調信号ｓ１及び第２のビット群から生成された第２の変調信号ｓ
２にプリコーディング処理を施して生成されており、前記プリコーディング処理は、Ｎ個
の行列Ｆ［ｉ］（ただし、ｉは０以上Ｎ－１以下の整数であり、Ｎは３以上の整数である
。）の中からスロット毎に切り替えて選択された一つの行列に応じた処理であり、
　前記第１の送信信号ｚ１及び前記第２の送信信号ｚ２は（ｚ１、ｚ２）T＝Ｆ［ｉ］（
ｓ１、ｓ２）Tの関係を満たし、
　前記Ｎ個の行列Ｆ［ｉ］は、
【数９】

ただし、λは任意の角度、αは１を除く正の実数であり、
　θ11（ｉ）及びθ21（ｉ）は、
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【数１０】

または
【数１１】

を満たし、
　前記Ｎ個の行列のそれぞれは、所定数のスロット内で少なくとも一回選択され、
　さらに、前記受信方法は、送信側において各スロット毎に選択された行列に応じて、前
記受信信号を復調することにより受信データを生成するステップを含み、
　前記第１の変調信号ｓ１及び前記第２の変調信号ｓ２の変調方式はともに１６ＱＡＭで
あり、前記αは

【数１２】

を満たす
受信方法。
【請求項４】
　受信装置であって、
　それぞれ第1のアンテナ及び第２のアンテナから同一の周波数で同時に送信された第１
の送信信号ｚ１と第２の送信信号ｚ２とを受信して得られた信号である受信信号を取得す
る、受信信号取得部を備え、
　前記第１の送信信号ｚ１及び前記第２の送信信号ｚ２は、スロット毎に第１のビット群
から生成された第１の変調信号ｓ１及び第２のビット群から生成された第２の変調信号ｓ
２にプリコーディング処理を施して生成されており、前記プリコーディング処理は、Ｎ個
の行列Ｆ［ｉ］（ただし、ｉは０以上Ｎ－１以下の整数であり、Ｎは３以上の整数である
。）の中からスロット毎に切り替えて選択された一つの行列に応じた処理であり、
　前記第１のプリコーディングされた信号ｚ１及び前記第２のプリコーディングされた信
号ｚ２は（ｚ１、ｚ２）T＝Ｆ［ｉ］（ｓ１、ｓ２）Tの関係を満たし、
　前記Ｎ個の行列Ｆ［ｉ］は、
【数１３】

ただし、λは任意の角度、αは１を除く正の実数であり、
　θ11（ｉ）及びθ21（ｉ）は、
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【数１４】

または
【数１５】

を満たし、
　前記Ｎ個の行列のそれぞれは、所定数のスロット内で少なくとも一回選択され、
　さらに、前記受信装置は、送信側において各スロット毎に選択された行列に応じて、前
記受信信号を復調することにより受信データを生成する信号処理部を備え、
　前記第１の変調信号ｓ１及び前記第２の変調信号ｓ２の変調方式はともに１６ＱＡＭで
あり、前記αは

【数１６】

を満たす
受信装置。
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